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注意事項の表記方法 
 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容を示します。 
 
 
 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が

想定される内容を示します。 
 
 
注意 正しく使用するための注意点の記述です。 
 
 
お知らせ 機器を操作するのに役立つ情報の記述です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 
（１） 本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。 
（２） 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 
（３） 本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載もれなど

お気づきの点がありましたらご連絡ください。 
（４） 当社では、本機の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求については、（３）項に

かかわらずいかなる責任も負いかねますのでご了承ください。 
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Microsoft､ Windows､ Excel､ Word は米国およびその他の国における米国 Microsoft Corporation 
の登録商標または商標です。 

本書に記載されている商品名および社名は日本国内または他の国における各社の商標または登録商

標です。 
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1. はじめに 
 このたびは、エー・アンド・デイの電子天びんをお買い求めいただきありがとうございます。 

天びんを十分に活用し有効な計量を行うため、使用前に本書をよく読み、また保管してください。 
 
 本書の構成 

基本編 ...................................................... 基本的な操作・計量方法と注意事項を記述しています。 

天びんの適性化 ...................................... 天びんを設置した場所の風や振動の状態（使用環境）に対応して表示

の応答特性（安定度）を調整する機能の説明と、室温が温度変化して

も計量精度を維持するための機能の説明と、天びんの校正の説明です。 

機能の活用 .............................................. 天びんに備わった機能の説明です。 

ＲＳ－２３２Ｃインタフェース ........... 天びんの計量値やデータを出力するインタフェースです。 
使用するには、パソコンまたは、オプション･プリンタが必要です。 

保守管理 .................................................. 天びんの維持管理に関係する説明です。 
 
 
 

1.1. 特長 
 温度変化に応じて自動的に内蔵分銅でキャリブレーションします。（自動校正） 
 使用環境（風、振動）に応じて表示の応答特性（安定度）を自動調整します。（自動環境設定） 
 計量値を最大２００個記憶できるデータメモリ機能を搭載しています。 
 計量値を定期的に計量しデータメモリに記憶するインターバルメモリモード付きです。 
 ＧＬＰに対応した保守記録を出力できます。 
 比重測定、磁性体測定に使用する床下ひょう量金具を標準装備しています。 
 ７種類の計量単位（モード）を選択できます。 

 g、mg、pcs（個数モード）、%（パーセントモード）、ct（カラット）、mom（もんめ）、比重計モード 
 比重計モードでは、空中及び液中の計量値から固体の比重（密度）を計算できます。 
 天びんの計量値やデータを出力するＲＳ－２３２Ｃインタフェースを標準装備しています。 
 データ通信ソフトウエアWinCT を使うと、Windows パソコンとの通信が容易に行えます。なお、WinCT

の最新版は弊社ホームページよりダウンロードできます。 
 風防のサイドドアをフロント取っ手で開閉できます。 
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2. 注意 
2.1. 計量前の注意（設置条件と計量準備） 

 電子天びんの性能を十分に引き出すために、下記の設置条件を整えてください。 
 理想的な設置条件は、２０℃±２℃、湿度 ４５〜６０％ＲＨ の安定した環境です。 
 塵埃の少ない部屋に設置してください。 
 天びん台は堅固な物を使用してください。（防振台、石盤が理想です） 
 部屋の中央よりもすみの方で計量する方が振動が小さく、計量に

適しています。 
 エアコン等の近くに天びんを設置しないでください。 
 直射日光のあたらない場所に設置してください。 
 磁気を帯びた機器の近くに天びんを置かないでください。  
 足コマを回して水平器の気泡が赤い円の中央に位置するようにし

てください。 
 使用前には必ず１時間以上通電してください。（ＡＣアダプタを

電源に接続した状態） 
 天びんを始めて使用する場合、使用する場所を変えた場合や計量を始

めるときには、正しく計量できるよう必ずキャリブレーションを行っ

てください。「6. キャリブレーション」を参照してください。 
 必ず付属のＡＣアダプタを使用してください。異なるＡＣアダプ

タを接続すると、天びんを破損することがあります。 
 腐食性ガス、引火性ガスが漂うところに設置しないでください。 

 
 
 

2.2. 計量中の注意（より精密な計量を行うために） 
 正確な計量を行うためには、下記の事項に注意してください。 

 静電気の影響により、計量誤差を生じる事があります。周囲の湿

度が４５％ＲＨ以下になるとプラスチック等の絶縁物は静電気

を帯びやすくなります。必要に応じて下記の対処をし、天びんを

接地してください。 
  別売の除電器ＡＤ－１６８３Ａを使用して試料の静電気を直

接除去する。 
  天びんの設置場所の相対湿度を高くする。 
  試料を導電性の金属製容器等に入れて計量する。 
  プラスチック等の帯電物は、湿った布で拭き静電気を抑える。 

 磁気の影響により計量値に誤差が入る事があります。磁性体（鉄

など）を測定する場合は、床下計量等の方法により天びん本体と

試料とを遠ざけてください。 
 周囲の温度と計量物（風袋を含む）の温度に差があると、計量誤

差が生じる事があります。例えば、室温２０℃のときに４０℃の

フラスコの周囲には対流が生じて本来の重さよりも軽く表示さ

れます。計量物や風袋はできるだけ周囲の温度になじませてから

測定してください。また、計量物は手で持たずにピンセット等で操

作してください。 

OK NG

水平器 

足コマ 

接地 

帯電した試料 

金属ケース 

磁性体 

対流 

40°C 20°C 
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 計量操作は丁寧に素早く操作してください。測定に時間がかかる

と計量室内の温湿度の変化、空気の乱れや試料の反応・湿度の吸

収により誤差要因が多くなります。風防内に手などを入れないた

め、長いピンセットの使用をお勧めします。 
 ＧＲ－２０２の最小表示０.０１mg にて計量する場合は、風防リング

の代わりにインナー風防を使用することをお勧めします。（「3. 製
品構成（梱包内容）」参照） 

 インナー風防を用いることにより、空気の乱れを最小限に押えること

が出来ます。 
 計量皿にものを載せるときは、衝撃的な荷重やひょう量を超えた荷重

を加えないでください。また、計量物は皿の中央に載せてください。 
 キーを押すときはペンなど先の尖ったもので押さずに指でキーの中

央を押してください。 
 測定誤差をなくすために計量前に必ず  RE-ZERO  キーを押してく

ださい。 
 測定結果には空気の浮力の誤差が含まれています。空気の浮力は試料

体積や大気圧、温度、湿度によって変わります。 
 精密な測定には浮力の補正を行ってください。 

 天びん内に異物が入らないようにしてください。（粉体、液体、金属

片など） 
 
 
 

2.3. 計量後の注意（天びんの保守管理） 
 天びんに衝撃を加えたり、落とさないでください。 
 天びんを分解しないでください。 
 強力な有機溶剤で清掃しないでください。清掃には、洗剤を湿らせた柔らかく埃のでない布を使

ってください。 
 天びん内に埃や水が入らないようにしてください。 
 風防床板は、外して清掃できます。 

 
 
 

2.4. 電源について 
 電源投入直後や内蔵分銅によるキャリブレーション中など、内蔵分銅の動作中はＡＣアダプタを抜かな

いでください。内蔵分銅が固定されない状態となり、天びんを移動する際に機構部を破損する恐れがあ

ります。ＡＣアダプタを抜く場合は、必ず  ON:OFF  キーを押し、表示がゼロとなった事を確認して

ください。 
 この電子天びんは、ＡＣアダプタが接続されている限り、常に通電状態となっています。 

この状態で天びんに悪影響を及ぼす事はありません。 
正確に計量するために常に通電状態しておくことをお勧めします。 

 

インナー風防 
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3. 製品構成（梱包内容） 
 本製品は精密機器ですので、開梱時の取り扱いには気をつけてください。なお将来的に天びんを運搬する事

が考えられる場合は、この梱包材をお使いください。箱には、以下のものが梱包されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意  天びんは指定された専用ＡＣアダプタを使用してください。 

  付属のＡＣアダプタは他の機器には接続しないでください。 
  使用するＡＣアダプタを間違えると、天びん及びその他の機器が正しく動作しない可能性があります。 

外部接点
入力端子 

ＲＳ－２３２Ｃ
インタフェース 

アース端子 

ＡＣアダプタ
ジャック 

ステップ
カード 

ステップ
カード 

ステップカードの取付位置です。 
ステップカードは交換可能で、計２枚付属

しています。（１枚は本体に付いています） 

ステップカード 

上図のようにＡＣアダプタに識別シールを貼り付けてください。 

ＡＣアダプタ識別シール 

ＡＣアダプタ識別シール 

１００Ｖ用ＡＣアダプタ 
ＡＸ－ＴＢ２４８ 

ひょう量室 

風防リング 

ダストプレート 

風防床板 
フロント取っ手 

継ぎ手 

足コマ 水平器 

表示 

キー 

「継ぎ手」をガラス戸に接続すると、「フロント
取っ手」でガラス戸の開閉を操作できます。 
「継ぎ手」は左右どちらか一方を接続してお使い
ください。 

インナー風防はＧＲ－２０２の

付属品です。最小表示０.０１ｍｇ
で計量するとき、風などによる計
量誤差を防ぐために風防リング

と置き換えてください。 

計量皿 インナー
風防 
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3.1. 組立・設置 
Step 1 天びんを設置する場所について「2.注意」を考慮してください。 
Step 2 前項の「製品構成」を参考にしながら、「ダストプレート」、「風防リングまたはインナー風防」、「計

量皿」を計量室内に組み立ててください。 
Step 3 水平器と足コマで水平を合わせてください。 
Step 4 ＡＣアダプタを接続してください。（使用前に１時間以上通電してください） 
 
 
 

3.2. 表示とキーの基本操作（基本動作） 
 キーを「押してすぐはなした場合」と「押し続けた場合」とでは、

天びんの動作が異なります。通常の計量操作では、キーを「押して

すぐ離す」です。必要がない限り、キーを押し続けないでください。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

キー キーを押した場合（押してすぐ放す） キーを押し続けた場合 

 

表示をオン、オフするキーです。表示をオフすると、スタンバイ･インジケータのみ表示します。

表示をオンすると、計量が可能になります。 

 

 計量表示中（g、mg、ct、mom）に押す

と、最小表示の桁を切り替えます。 
 個数・パーセント表示中に押すと、 
登録モードに入ります。 

内部設定のメニューを表示します。 

 

内部設定で登録した単位（モード）を切り替

えます。（g、mg、pcs、%、ct、mom） 
自動環境設定を実行します。 

 

内蔵分銅によるキャリブレーションを開始

します。 
キャリブレーション関連のメニューを表示しま

す。 

 

安定時に計量値を出力（または記憶）します。

出荷時設定では計量値を出力します。 

内部設定により､データメモリのメニューまた

は､ＧＬＰの｢見出し｣･｢終了｣を出力します。

（出荷時設定では機能なし） 

 
表示をゼロにします。風袋引きをするとき押します。 

押す 
（押して放す） 

押し続ける 

インターバルメモリモード 
スタンバイ 

インターバルメモリモード 
稼働中 

表示中のデータナンバー 

自動校正の予告 

安定マーク 

電源のスタンバイ･インジケータ 

データメモリ機能で
記憶したデータ数 

処理中マーク 

環境設定の状態 
計量スタート後、一定時間
（約３０秒）表示します。 

計量値や 
記憶したデータの表示 

点滅中 
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4. 計量 
 使用中の注意 

 計量物は、計量皿の中央に静かに載せてください。 
 測定中、振動や急激な温度変化があると測定誤差を生じることがあります。 
 ガラス戸の開閉と計量操作は、丁寧に素早く行ってください。 
 帯電したものや磁性体などの計量は、誤差を生じることがあります。 
 より良い状態で天びんを使用するため、常時通電することをお勧めします。（ＡＣアダプタを常時接

続してください） 
 正確に計量するために天びんを校正してください。詳しくは、「6.キャリブレーション」を参照してく

ださい。 
 計量するとき「2.注意」も考慮してください。 

 
 

4.1. 基本的な計量 
Step 1  ON:OFF  キーで計量モードにします。 

 MODE  キーで g、mg、pcs、%、ct、mom の単位を選択します。 
Step 2 必要に応じて容器等を載せ、 RE-ZERO  キーを押し、表示をゼロにします。 
Step 3 計量物を載せ、安定マーク      表示後、計量値を読み取ります。 
Step 4 計量後、皿に載っているものを取り除いてください。 

注意  風袋（容器など）を載せたまま  ON:OFF  キーで表示をオンした場合、自動的に風袋引きをして、ゼロ

表示になります。 
  ct（カラット）は宝石類を計量するときの単位で、１カラット＝０.２ｇです。 

mom（もんめ）は真珠を計量するときの単位で、１もんめ＝３.７５ｇです。 

 
 

4.2. 個数計量 
 品物の個数を調べる計量方法です。基準となるサンプルの単位質量（１個の重さ）に対し、計量したものが

何個に相当するかを計算して表示します。この場合、サンプルの単位質量のバラツキが小さいほど、正確に

計数（品物の個数を計る）できます。また、以下に示すＡＣＡＩ機能を使用することで計量しながら更に計

数精度を向上させることができます。 

注意  個数計量を行うサンプルの単位質量は、１mg 以上のものを対象とすることをお勧めします。 

  サンプルの単位質量のバラツキが大きい場合は、正確に個数計量できない場合があります。 
  個数計量の誤差が大きい場合は、頻繁にＡＣＡＩを行う、複数回に分けて測定する、などの方法を試して

ください。 

 

 個数モードへの切替 
Step 1  MODE  キーを押して単位を pcs  にします。（ pcs =個） 
 

 単位質量の登録 
Step 2  RANGE  キーを押し、単位質量登録モードに入ります。 
Step 3 さらに  RANGE  キーを押すと、登録時のサンプル数を変更できます。 （１０，２５，５０，１００個） 
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お知らせ  
  サンプルの単位質量は、通常多少のバラツキがあると考えられますので、登録時のサンプル数が多いほうが

正確に計数できます。 

Step 4 必要に応じて容器等を載せ、  RE-ZERO  キーを押し  25 0  の表示にします。（２５個の例） 
Step 5 指定した数のサンプルを載せます。 
Step 6  PRINT  キーを押すと、単位質量を登録して計数表示になります。 

（２５個のとき 25  pcs  ） 
 
注意  載せられたサンプルの重量が軽すぎると判断される（計数誤差が大きくなる）場合は、サンプルの追加を

指示してきますので、表示されたサンプル数になるように追加して再度  PRINT  キーを押してください。

正常に登録されれば計数表示になります。 
  単位質量が軽すぎて登録不可能の場合（0.0001g 未満）は   lo   を表示します。 
  登録した単位質量は、電源を切っても記憶しています。 
 

 計数 
Step 7 計数が可能です。 

計数終了後は、計量皿に載っているものを取り除いてください。 
 

ＡＣＡＩ 
  ＡＣＡＩ（計数精度自動向上機能）はサンプル数を増すごとに計数精度を自動で向上させる（サン

プル１個１個のバラツキが平均化され誤差を少なくする）機能です。 
  Step 6の単位質量登録した後、以下のStep 8へ進んでください。 

Step 8 サンプルを少し追加すると処理中マークが点灯します。（誤動作を防ぐために３個以上追加してください。

また、載せ過ぎでは点灯しません。表示個数と同程度の個数を目安として追加してください。） 
Step 9 処理中マークが点滅している間はサンプルを動かさないでください。（精度を更新中です。） 
Step 10 処理中マーク消灯後、精度は更新されます。この作業を繰り返すごとに、計数精度は更に向上します。ま

た、１００個を超えてからのＡＣＡＩの範囲は特に定めてありません。表示個数と同程度の個数を目安と

して追加してください。 
Step 11 ＡＣＡＩで使用したサンプルを全て降ろし、計数作業に入ります。 
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4.3. ％計量（パーセント計量） 
 基準となるサンプル質量を１００％とした場合、これに対し計量したものが何％に相当するかを表示します。 

目標重量に「計り込む」場合や、試料のバラツキを調べるときに有用です。 
 
 ％モードへの切替 
Step 1  MODE  キーを押して単位を %  にします。 
 
 １００％質量の登録（％計量の準備） 
Step 2  RANGE  キーを押し、１００％質量登録モードに入ります。 
Step 3 必要に応じて容器等を載せ  RE-ZERO  キーを押し、   100 0  の表示にします。 
Step 4 １００％に相当するサンプルを載せます。 
Step 5  PRINT  キーを押すと、１００％質量を登録してパーセントの値を表示します。 
 
 パーセント計量 
Step 6 パーセント計量が可能です。 
 
注意  最小表示は基準となるサンプル質量（１００％質量）により変化します。 
  １００％に相当するサンプルの質量（１００％質量）が軽すぎて登録不可能な場合（0.01g未満）、 

  lo    を表示します。 
  登録した値は電源を切っても記憶しています。 
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5. 環境設定 
 天びんを設置した場所の風や振動が計量に及ぼす影響を自動的に判定して安定表示させる機能です。 

設定は３段階あります。また、手動で設定することも可能です。 
 

表示 内部設定 計量スピード 安定性 
FAST Cond 0 応答が速い、 振動に弱い 
MID. Cond 1    
SLOW Cond 2 応答が遅い、 安定した表示 

 
 
 

5.1. 自動環境設定 
 使用環境を自動的に判定し、設定値を更新する方法です。 
 
Step 1  MODE  キーを  RESPONSE  が表示されるまで押し続けてください。 
 
 
Step 2 自動的に設定値を更新します。その間、振動などを加えないでください。 

 CAL  キーで更新をキャンセルできます。 
 
Step 3 設定後計量表示に戻り、一定時間（約３０秒）更新した状態を表示します。 
 
お知らせ 
  自動環境設定による設定値が使用しにくい場合、次の「手動環境設定」を試してください。 
 
 
 

5.2. 手動環境設定 
 自動環境設定による設定を変更する場合、次の方法で設定できます。 
 
Step 1  MODE  キーを  RESPONSE  が表示されるまで押し続け、

表示したなら再度すぐに  MODE  キーを押してください。 
 
Step 2  MODE  キーを押して設定を選択してください。 
  （  FAST 、 MID.  または、 SLOW  を選択します。） 
 
Step 3 放置すると  end  を表示し計量表示に戻り、一定時間（約

３０秒）更新した状態を表示します。 
 
お知らせ 
  環境設定の設定値は、内部設定「環境･表示」の「応答特性（ Cond ）」

で変更できます。 
設定方法は、「8.内部設定」を参照して行ってください。  

自動環境設定の状態 

押し続ける 
離す 

押し続ける 

再度すぐ
に押す 

順に切り替わる 

放置する 
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6. キャリブレーション（天びんの校正） 
キャリブレーション 

温度変化による自動校正 .................................................. 使用環境の温度変化により自動的に内蔵分銅を使って

天びんを校正します。 
内蔵分銅によるキャリブレーション .............................. 内蔵分銅を使って天びんを校正します。 
お手持ちの分銅によるキャリブレーション .................. お手持ちの分銅を使って天びんを校正します。 

 
 

キャリブレーション･テスト 
内蔵分銅によるキャリブレーション･テスト ................ 内蔵分銅を使って計量の正確さを確認します。 
お手持ちの分銅によるキャリブレーション･テスト ..... お手持ちの分銅を使って計量の正確さを確認します。 

 
 

キャリブレーションの注意 
 キャリブレーション中は特に振動、風、温度変化に注意してください。 
 キャリブレーションおよびキャリブレーション・テストでは、ＧＬＰに対応した保守記録の出力が行え

ます。ＧＬＰの保守記録を出力するには、あらかじめ内部設定 dout の info （ＧＬＰに関する出力）

を設定する必要があります。ＧＬＰ出力にはパソコンまたはオプション･プリンタが必要です。 
 
 

お手持ちの分銅を使用するときの注意 
 キャリブレーションで用いる分銅の正確さがキャリブレーション後の天びんの精度を左右します。 
 お手持ちの分銅によるキャリブレーション、キャリブレーション・テストに使用する分銅は、下の表か

ら選んでください。 
 

機種 お手持ちの分銅 入力可能な調整範囲 
ＧＲ－６０ ５０ｇ 

＋１５.９ｍｇ 〜 －１５.０ｍｇ 
ＧＲ－１２０ １００ｇ、５０ｇ 
ＧＲ－２００ ２００ｇ、１００ｇ 
ＧＲ－３００ ２００ｇ、３００ｇ 
ＧＲ－２０２ ２００ｇ、１００ｇ 

 
 

 内蔵分銅について 
内蔵分銅は、使用環境・経年変化等により質量変化をおこす可能性があります。必要に応じて「6.6. 内蔵分

銅の値の補正」を行ってください。また、より適切な計量管理を行うには、「6.4. お手持ちの分銅によるキ

ャリブレーション」を定期的に実行されることをお勧めします。 
 
 

表示 
 「天びんが校正データを取り込んでいるマーク」です。表示しているときは振

動や風などを天びんに与えないようにしてください。 
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6.1. 自動校正（温度変化による校正） 

 この機能は、使用環境の温度変化により自動的に内蔵分銅を使って天びんを校正します。 
ＧＬＰ出力を設定している場合、キャリブレーション直後に校正実行記録を出力します。 

 
注意  常に正しく校正した状態を保つため、使用しない場合は計量皿に何も載せないでください。 

  計量皿に何か載っている場合、天びんは使用中と判断し自動校正は行われません。 

  計量皿に何か載せたまま長時間計量する場合や自動機などに組み込んで使用する場合、自動校正機

能をオフしてください。「7.1. 機能選択」を参照してください。 
 
お知らせ  

  計量皿に何も載せずに  ON:OFF  キーを押して計量を開始した状態で、０.５ｇ以上の物を載せると、天びん

は何か載っていると判定し、自動校正を行いません。 
 
 自動校正の予告マークです。使用中でない場合、点滅を始めてしばらくすると内蔵分

銅によるキャリブレーションを開始します。（点滅時間は使用環境により異なります） 
 
 「天びんが校正データを取り込んでいるマーク」です。表示しているときは振動や風

などを天びんに与えないようにしてください。 
 
  マークが点滅していても継続して使用できますが、計量精度維持のためなるべく自動校正後使用してくださ

い。｢7.機能選択と初期化｣の設定により｢自動校正の禁止｣または、｢自動校正を使用する｣を選択できます。 
 
 
 

6.2. 内蔵分銅によるキャリブレーション（通常の校正方法） 
 内蔵分銅を使ってキャリブレーションします。（天びんを校正します） 
 
Step 1 計量皿に何も載せずに１時間以上通電してください。 
 
Step 2  CAL  キーを押すと  Cal in  を表示します。 
 
Step 3 内蔵分銅を使って自動的にキャリブレーションします。振動などを加えないでください。 
 
Step 4 キャリブレーション後、ＧＬＰ出力を設定している場合、「校正実行記録」を出力します。 
 
Step 5 終了すると自動的に計量表示に戻ります。 
 
Step 6 正しく校正できたかキャリブレーション･テスト（ CC in ）などで確認できます。 
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6.3. 内蔵分銅によるキャリブレーション･テスト 

 
 内蔵分銅を使って計量の正確さを確認します。 
 
Step 1 計量皿に何も載せずに１時間以上通電してください。  
 
Step 2  CC  in  が表示されるまで  CAL  キーを押し続けます。 
 
 
 
Step 3 ゼロ点を確認しています。振動などを加えないでください。 
 
Step 4 確認したゼロ点を表示します。 
 
Step 5 フルスケールの確認の準備をしています。 
 
Step 6 フルスケールを確認しています。振動などを加えないでください。 
 
Step 7 確認したフルスケールを表示します。 
 
Step 8 キャリブレーション後、ＧＬＰ出力を設定している場合、「校正状態」

を出力します。 
 
Step 9 自動的に計量表示に戻ります。 
 
 

ＧＬＰ出力 

押し続ける 
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6.4. お手持ちの分銅によるキャリブレーション 

 お手持ちの分銅を使ってキャリブレーションします。（天びんを校正します） 
 
Step 1 計量皿に何も載せずに１時間以上通電してください。  
 
Step 2 Calout が表示されるまで  CAL  キーを押し続けます。 
 
 
Step 3 分銅値を指定する場合、 RANGE  キーを押し Step 4 へ進ん

でください。 
  分銅値を変更しない場合、Step 5 へ進んでください。 
 
Step 4 次のキーで分銅値を指定してください。 
   RANGE  キー ..... 変更する桁を選択します。 
   RE-ZERO  キー . 点滅中の桁の値を変更します。 
   PRINT  キー ....... 分銅値を登録します。登録した値は電源を切っ

ても記憶しています。 
機種 お手持ちの分銅 入力可能な調整範囲 

ＧＲ－６０ ５０ｇ 

＋１５.９ｍｇ 〜  
－１５.０ｍｇ 

ＧＲ－１２０ １００ｇ、５０ｇ 
ＧＲ－２００ ２００ｇ、１００ｇ 
ＧＲ－３００ ２００ｇ、３００ｇ 
ＧＲ－２０２ ２００ｇ、１００ｇ 
注意  １ｍｇ･１０ｍｇ桁の変更では、＋１５ｍｇの次に－１５ｍｇになります。 

 
Step 5 計量皿に何も載せていないことを確認して  PRINT  キーを押して

ください。ゼロ点を計量します。振動などを加えないでください。 
 
 
 
Step 6 計量皿に分銅を載せ  PRINT  キーを押してください。分銅

を計量します。振動などを加えないでください。 
 
 
 
Step 7 計量皿から分銅を取り除いてください。 
 
 
Step 8 キャリブレーション後、ＧＬＰ出力を設定している場合、 

「校正実行記録」を出力します。 
 
Step 9 自動的に計量表示に戻ります。 
 
Step 10 分銅を再度載せて、正しく校正されたか確認します。 

正しく校正できない場合は、周囲環境に注意して、Step 2 からもう一度やり直してください。 
 

分銅 

押し続ける 

ＧＬＰ出力 

例 更新した分銅値 
２００.００１７ｇ 
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6.5. お手持ちの分銅によるキャリブレーション･テスト 

 お手持ちの分銅を使って計量の正確さを確認します。 
 
Step 1 計量皿に何も載せずに１時間以上通電してください。 
 
Step 2  Cal out  が表示されるまで  CAL  キーを押し続けます。 
 
Step 3 ターゲット分銅値を指定する場合、  RANGE  キーを押し Step 4 へ

進んでください。 
  ターゲット分銅値を変更しない場合、Step 5 へ進んでください。 
 
Step 4 次のキーで分銅値を指定してください。 
   RANGE  キー ..... 変更する桁を選択します。 
   RE-ZERO  キー . 点滅中の桁の値を変更します。 
   PRINT  キー ....... ターゲット分銅値を登録します。登録した値は電源

を切っても記憶しています。 
機種 お手持ちの分銅 入力可能な調整範囲 

ＧＲ－６０ ５０ｇ 

＋１５.９ｍｇ 〜  
－１５.０ｍｇ 

ＧＲ－１２０ １００ｇ、５０ｇ 
ＧＲ－２００ ２００ｇ、１００ｇ 
ＧＲ－３００ ２００ｇ、３００ｇ 
ＧＲ－２０２ ２００ｇ、１００ｇ 
注意  １ｍｇ･１０ｍｇ桁の変更では、＋１５ｍｇの次に－１５ｍｇ

になります。 
 
Step 5 計量皿に何も載せていないことを確認して  PRINT  キーを押して

ください。ゼロ点を確認します。振動などを加えないでください。 
 
 
Step 6 ゼロ点の計量値を数秒間表示します。 
  計量皿にターゲット分銅を載せ  PRINT  キーを押してください。

分銅を計量します。振動などを加えないでください。 
 
 
Step 7 分銅の計量値を数秒間表示します。 
  計量皿から分銅を取り除いてください。 
 
 
Step 8 キャリブレーション後、ＧＬＰ出力を設定している場合、 

「校正状態」を出力します。 
 
Step 9 自動的に計量表示に戻ります。 
 

ターゲット分銅 

押し続ける 

ＧＬＰ出力 

例 更新した分銅値 
２００.００１７ｇ 
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6.6. 内蔵分銅の値の補正 

 天びんは記憶している内蔵分銅の値を一定の範囲内で

補正でき、お手持ちの分銅に合わせることができます。

補正の基準値及び補正範囲は下表の通りです。設定した

値はＡＣアダプタを抜いても記憶しています。 
 

機種 補正基準値 
（内蔵分銅値） 補正範囲 

ＧＲ－６０ ５０.００００ｇ  
±１.５ｍｇ 
 

ＧＲ－１２０ １００.００００ｇ 
ＧＲ－２００ 
ＧＲ－３００ 
ＧＲ－２０２ 

２００.００００ｇ 

 
Step 1 表示をオフします。 
 
Step 2  RANGE  と  PRINT  キー押しながら  ON:OFF  キーを押す

と  p5    を表示します。 
 
 
Step 3  PRINT  キーを押し、次のキーで「内蔵分銅補正スイッチ」と「内

部設定スイッチ」を「１」にしてください。 
  RANGE  キー ............. スイッチ（点滅する桁）を選択します。 
  RE-ZERO  キー .......... 点滅中のスイッチの値を変更します。 
 
 
 
Step 4  PRINT  キーを押すと登録され、計量表示になります。 
 
Step 5  RANGE  キーを押し続け  ba5fnc  を表示させます。 
  （内部設定に入ります。） 
 
Step 6  RANGE  キーを数回押し、  C5 in  を表示させます。 
 
 
 
Step 7  PRINT  キーを押し、次のキーで選択してください。 
   RE-ZERO  キー .......... 補正値を選択してください。 

（＋１.５ｍｇ 〜 －１.５ｍｇ） 
   PRINT  キー ................ 登録し、 id   を表示します。 
   CAL  キー .................... キャンセルし、id   を表示します。 
 
 
Step 8  CAL  キーを押してください。計量表示に戻ります。 
 
 
Step 9  CAL  キーを押し、内蔵分銅によるキャリブレーションを行ってください。  

同じ分銅で計量 
200g 

内蔵分銅値を＋０.６ｍｇ補正し、内蔵分銅
によるキャリブレーションを行います。 

200g 

200.0000 g 

200.0006 g 
お手持ちの分銅に 
合わせて補正した値 

x x x 内部設定スイッチ 
内蔵分銅補正スイッチ 

押しながら 押す 
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7. 機能選択と初期化 
7.1. 機能選択 

 天びんは不用意に変更されては困るデータ（正確に計量するための校正データ、使用環境へ適合するための

データ、ＲＳ－２３２Ｃインタフェースを制御するデータ等）を記憶しています。それらのデータを保護す

る目的で「機能選択のスイッチ」が設けられ、｢変更禁止｣または、｢変更可能（使用可能）｣を選択できます。

｢変更禁止｣にすると、その機能に入ることができないので、不用意な変更を防げます。「機能選択のスイッ

チ」には次の五つがあります。 
 内部設定、 内蔵分銅によるキャリブレーション、 
 お手持ちの分銅によるキャリブレーション、 自動校正、 内蔵分銅の値の補正 
 

設定方法 
Step 1 表示をオフします。 
Step 2  RANGE  と  PRINT  キーを押しながら  ON:OFF  キーを押すと  p5   を表示します。 
Step 3  PRINT  キーを押し、次のキーで機能を選択してください。 
   RANGE  キー 点滅中の桁（スイッチ）を選択します。 
   RE-ZERO  キー 点滅中のスイッチの状態を選択します。 
   0 変更禁止   
   1  変更可能（使用可能）  
   PRINT  キー 登録し、計量表示に戻ります。 
   CAL  キー 操作をキャンセルします。 
 
 （出荷時の表示） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内部設定 
 0 内部設定を禁止します。 

 1 内部設定を変更可能にします。 
 

内蔵分銅によるキャリブレーション 
 0 内蔵分銅によるキャリブレーションを禁止します。 

 1 内蔵分銅によるキャリブレーションを使用可能にします。 
 

お手持ちの分銅によるキャリブレーション 
 0 お手持ちの分銅によるキャリブレーションを禁止します。 

 1 お手持ちの分銅によるキャリブレーションを使用可能にします。 
 

自動校正 
 0 温度変化による自動校正を禁止します。 

 1 温度変化による自動校正を使用します。 
 

内蔵分銅の値の補正 
 0 内蔵分銅の値の補正を禁止します。 

 1 内蔵分銅の値の補正を変更可能にします。 
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7.2. 初期化 

 天びんの各設定値を工場出荷時の値に戻す機能です。 
 初期化される内容は次の通りです。 

 校正データ 
 内部設定 
 単位質量（個数モード）、１００％質量（パーセントモード） 
 データメモリ機能により記憶したデータ 
 お手持ちの分銅値または、ターゲット分銅値 
 機能選択の状態 
 比重計モードでの液体の密度、水温 

 
注意  初期化後、必ず校正を実行してください。 
 
 

設定方法 
Step 1 表示をオフします。 
 
Step 2  RANGE  と  PRINT  キーを押しながら  ON:OFF  キー

を押すと  p5   を表示します。 
 
 
Step 3  RANGE  キーを押して  Clr   の表示にします。 
 
 
Step 4  PRINT  キーを押します。 
  （キャンセルする場合は  CAL  キーを押します） 
 
Step 5  RE-ZERO  キーを押します。 
 
 
Step 6  PRINT  キーを押すと初期化を実行します。 
  実行後、計量表示になります。 
 
 
 
 

押しながら 押す 
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8. 内部設定 
 内部設定は、天びんの動作方法を指定する項目を更新・閲覧する機能です。設定値は、ＡＣアダプタを抜い

ても記憶されていて、更新するまで有効です。 
 内部設定のメニュー構造は、下図の例のように分類項目と設定項目の２層からなり、各設定項目には一つの

設定値が登録されています。各設定項目で有効になる設定値は、最後に表示した設定値です。変更した設定

値が天びんの動作に反映されるのは、 PRINT  キーを押した後です。 
 

設定例とメニュー構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意  設定と使用条件（使用環境）によっては正しく動作しない場合がありますので、変更内容を確かめて変更

してください。 
 
 

8.1. 内部設定の表示とキー 
 
 「 」マークは現在有効になっている設定値に表示されます。 
 
 計量表示で押し続けると内部設定メニューに入ります。（分類項目を表示） 

分類項目または、設定項目を選択します。 
 
 設定値を変更します。 
 
 
 分類項目から設定項目に入ります。 
 設定値を登録し、次の分類項目に進みます。 
 
 設定項目を表示中は、設定をキャンセルし次の分類項目に進みます。 
 分類項目を表示中は、内部設定を終了し、計量表示になります。 
 

「データメモリ機能」を「使用する」に設定し、 
「インターバル時間」を「１分毎」に設定する例。 

開始、計量表示 

終了、計量表示 

押し続ける 

分類項目 設定項目 

数回押す 

設定項目 
「データメモリ機能」 

設定値 
「使用する」 

数回押す 

設定項目 
「インターバル時間」 

設定値 
「１分毎」 
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8.2. 項目一覧 

分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 

ba5fnc 
環境･表示 

 

Cond 
応答特性 

 0 素早く計量、鋭敏な表示 
 
ゆっくり計量、安定した表示 

自動環境設定と共有の設定  1 
 2 

5t-b 
安定検出幅 

 0 厳密に判定  （±1 digit） 
 
緩やかな判定 （±3 digit） 

一定時間内の計量表示の変動 
幅が基準値以下なら安定マー 
クを表示する 

 1 
 2 

trc 
ゼロトラック 

 0 オフ ゼロ点を追尾して表示をゼロ 
に保つ機能。  1 オン 

5pd 
表示書換周期 

 0 5 回/秒 
計量表示の更新周期。 

 1 10 回/秒 

pnt 
小数点 

 0 ．（ポイント） 
小数点の形状。 

 1 ，（カンマ） 

p-on 
オートパワーオン 

 0 オフ ＡＣアダプタを接続すると計 
量表示する。  1 オン 

dout 
データ出力 

prt 
データ出力モード 

 0 キーモード 安定表示のとき  PRINT  キーで

データ出力（または記憶）する。 

 1 
オートプリント Ａモード 
（基準＝ゼロ点） 

ゼロ点から ap-pと ap-b による

範囲を超え安定表示したときデー

タ出力（または記憶）する。 

 2 
オートプリント Ｂモード 
（基準＝前回の安定値） 

基準より ap-pと ap-b による範

囲を超え安定表示したときデータ

出力（または記憶）する。 

 3 
ストリームモード／ 
 インターバルメモリモード 

data 0のとき連続してデータを出

力する。／data 1のときｲﾝﾀｰﾊﾞﾙﾒ

ﾓﾘを使用する。 

ap-p 
オートプリント極性 

 0 プラスのみ 表示が基準より大きい。 
 1 マイナスのみ 表示が基準より小さい。 
 2 両極性 基準との大小に関係なく。 

ap-b 
オートプリント幅 

 0   １０デジット 
基準と表示との差分を指定。  1  １００デジット 

 2 １０００デジット 
data 
データメモリ 

 0 使用しない 
関連設定 prt、int、d-no 

 1 使用する 

int 
インターバル時間 

 0 表示書き換え毎 

インターバルメモリモードを使用

するときのインターバル時間を設

定する。 
（prt 3、data 1のときの設定） 

 1  ２秒毎 
 2  ５秒毎 
 3 １０秒毎 
 4 ３０秒毎 
 5  １分毎 
 6  ２分毎 
 7  ５分毎 
 8 １０分毎 

d-no 
データナンバ付加 

 0 データナンバ出力しない 
「10．データメモリ」参照。 

 1 データナンバ出力する 
pU5e 
データ出力間隔 

 0 空けない 
出力の間隔を選択します。 

 1 １.６秒空ける 
  は出荷時設定です。 「 digit 」は、最小表示の単位。 
例 ＧＲ－２００の「g」､「mg」表示では、０.１ｍｇが １ digit です。 
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分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 

dout 
データ出力 

at-f 
オートフィード 

 0 行わない データ出力後の自動紙送りの 
選択。  1 行う 

info  
ＧＬＰ出力 

 0 出力しない 
ＧＬＰに関する出力方法の選択。  1 ＡＤ－８１２１フォーマット 

 2 汎用フォーマット 
ar-d 
ﾃﾞｰﾀ出力後のｵｰﾄﾘｾﾞﾛ 

 0 行わない データ出力後、自動でリゼロを 
かける機能。  1 行う 

5if 
シリアルイン 
タフェース 

bp5 
ボーレート 

 0   ６００ｂｐｓ 

 
 1  １２００ｂｐｓ 
 2  ２４００ｂｐｓ 

 3  ４８００ｂｐｓ 
 4  ９６００ｂｐｓ 

btpr 
ビット長、パリティ 

 0 ７ビットＥＶＥＮ 
  1 ７ビットＯＤＤ 

 2 ８ビットＮＯＮ 
Crlf 
ターミネータ 

 0 ＣＲ ＬＦ ＣＲ：ASCII  0Dh コード 
ＬＦ：ASCII  0Ah コード  1 ＣＲ 

type 
データフォーマット 

 0 Ａ＆Ｄ標準フォーマット 

｢8.5.データフォーマットの解説｣ 
を参照。 

 1 ＤＰフォーマット 
 2 ＫＦフォーマット 
 3 ＭＴフォーマット 
 4 ＮＵフォーマット 

t-Up 
コマンドタイムアウト 

 0 制限なし 
コマンド受信中の待ち時間を選択。 

 1 1 秒間の制限あり 
erCd 
ＡＫ、エラーコード 

 0 出力しない 
ＡＫ：ASCII  06h コード 

 1 出力する 
Ct5 
CTS、RTSの制御 

 0 制御しない 
ＣＴＳ、ＲＴＳの制御。 

 1 制御する 
d5 fnc 
比重計機能 

ldin 
液体密度入力方法 

 0 水温入力 単位登録で比重計を登録した時の

み表示します。  1 密度直接入力 

Unit 
単位（モード）登録 

  グラム 

「8.7.単位登録の解説」を参照。 

  ミリグラム 
  個数 
  パーセント 
  カラット 
  もんめ 
  比重計 

C5 in  
内蔵分銅値補正 ｢6.キャリブレーション」を参照。 「機能選択」と関連します。 

通常、表示しません。 
id 
ＩＤ番号の設定 ｢9.ＧＬＰとＩＤナンバ｣を参照。  

  は出荷時設定です。 
注意  ２４００ｂｐｓ以下では計量値を出力するのに要する時間よりも表示書換周期の方が短くなり、すべての

表示値を出力できないことがあります。 
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8.3. 環境・表示の解説 

応答特性 ( Cond ) の特性と用途 
Cond 0 荷重の変動に対し鋭敏に表示が反応します。 
 粉末や液体の計り込み、きわめて軽いサンプルの計量や、計量値の安定度よりも作業能率を優

先する場合、設定値を小さくします。 

Cond 2 荷重の変動に対してゆっくりと表示が変化します。 
 使用環境等により計量値が安定しにくい場合、設定値を大きくします。 

 
 

安定検出幅 ( 5t-b ) の特性と用途 
 計量値が安定したと判定するための設定です。一定時間内の計量値の変動幅が設定値以下になると安定マー

クを表示し、計量値の記憶や出力を行います。この設定はオートプリントに影響します。 

5t-b 0 計量値が十分安定しないと安定マークを表示せず、少しの計量値の変動でも安定マークが消え

ます。厳密に計量する場合、設定値を小さくします。 

5t-b 2 荷重の微小微動に対して反応しにくくなります。 
使用環境等により計量値が安定しにくい場合、設定値を大きくします。 

 
 

ゼロトラック ( trc ) の特性と用途 
 表示がゼロのとき、使用環境の影響やドアの開閉等でゼロ点が微小微動する場合、自動的にゼロ点を追尾し

てゼロ表示を維持する機能です。 

trc 0 ゼロトラックを使用しない。計量値が数 digit の場合、ゼロトラックを使用しないでください。  
｢例 計量値が 0.0002 g の場合、trc 0 に設定する｣「 digit 」は、最小表示の単位。 

trc 1 ゼロトラックを使用する。 ｢例 0.0000 g の表示を安定させる。｣ 
 
 

表示書換周期 ( 5pd ) の解説 
 表示の更新速度（書換周期）の設定です。この設定は、「ボーレート」、「データ出力間隔」等とともにス

トリームモードの動作状態に影響します。 
 
 

小数点 ( pnt) の解説 
 表示および出力の小数点の形状を選択します。 
 
 

オートパワーオン ( p-on) の解説 
 ＡＣアダプタから電源を投入したとき、ON:OFF  キーを押さなくても自動的に計量表示になる設定です。

天びんを自動機器に組み込んでいる場合に使用します。ただし、正しく計量するには１時間以上の通電をお

勧めします。 
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8.4. データ出力の解説 

 内部設定「データ出力モード（ prt ）」は、データメモリ機能での動作とＲＳ－２３２Ｃへデータを出力す

るときの動作に適用されます。 

キーモード 
 安定マークを表示しているとき、  PRINT  キーを押すと計量値を１回出力（または記憶）します。このと

き表示を１回点滅させ出力（または記憶）したことを知らせます。 
 必要な設定 dout prt 0 キーモード 
 
オートプリント Ａモード 
 計量値が基準の「ゼロ表示」より「オートプリント極性」と「オートプリント幅」で指定した範囲を超え、

且つ安定マークを表示したとき、計量値を１回出力（または記憶）します。また、安定マークを表示してい

るとき、 PRINT  キーを押すと計量値を１回出力（または記憶）します。このとき表示を１回点滅させ出力

（または記憶）したことを知らせます。 
 必要な設定 dout prt 1 Ａモード。 
  dout ap-p オートプリント極性。  
  dout ap-b オートプリント幅。  
 使用例 「出力後リゼロを ar-d  1 に設定し、追加したサンプル毎に計量する。  

 （取り去ったサンプル毎に計量する。）」 
 
オートプリント Ｂモード 
 計量値が基準の「直前の安定マークを表示した値」より「オートプリント極性」と「オートプリント幅」で

指定した範囲を超え、且つ安定マークを表示したとき、計量値を１回出力（または記憶）します。また、安

定マークを表示しているとき、 PRINT  キーを押すと計量値を１回出力（または記憶）します。このとき表

示を１回点滅させ出力（または記憶）したことを知らせます。 
 必要な設定 dout prt 2 Ｂモード。 
  dout ap-p オートプリント極性。  
   dout ap-b オートプリント幅。  
 使用例 「計量物を追加しながら計量値を出力する。」 
 
ストリームモード  
 表示が安定するしないに関わらず表示書き換えごとに計量値を出力します。このモードでは表示の点滅は行

いません。ただし、データメモリ機能を使用しているときはこのモード選択できません。 
 必要な設定 dout prt 3 ストリームモード。 
  dout data 0 データメモリを使用しない。  
  ba5fnc 5pd 表示書換周期。  
  5if bp5 ボーレート。  
 使用例 「パソコンで計量値を常時モニタする。」 

注意  ２４００ｂｐｓ以下では計量値を出力するのに要する時間よりも表示書換周期の方が短くなり、す

べての表示値を出力できないことがあります。 
 
インターバルメモリモード 
 定期的に計量データをメモリに記憶します。ただし、ストリームモードを使用しているときはこのモード選

択できません。 
 必要な設定 dout prt 3 インターバルメモリモード。 
  dout data 1 データメモリを使用する。  
  dout int  インターバル時間。  
 使用例 「パソコンを占有せずに定期的に計量し記録し、一括出力する。」  
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8.5. データフォーマットの解説 
 内部設定「5if データフォーマット」と「d-no データナンバ」の解説です。このデータフォーマットは、

天びんから出力される出力フォーマットです。 
 

Ａ＆Ｄ標準フォーマット 5if type 0 
 周辺機器と接続する標準フォーマットです。ＡＤ－８１２１ＢはMODE 1、MODE 2 を使用します。 

 １データは１５文字（ターミネータを含まず）固定です。 
 最初に２文字のヘッダーがあり、データの種類・状態を示します。 
 データがゼロのとき、極性はプラスです。 
 データは符号付きで、上位の不要なゼロも出力します。 
 単位は３文字で表します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＰフォーマット（ダンプ プリント） 5if type 1 
 ＡＤ－８１２１ＢはMODE 3 を使用します。 

 １データは１６文字（ターミネータを含まず）固定です。 
 計量オーバー以外は最初に２文字のヘッダーがあり、データの種類・状態を示します。 
 計量オーバーでもゼロでもない計量値には、数値の前に極性が付きます。 
 データの上位の不要なゼロはスペースとなります。 
 単位は３文字で表します。 

 
 
 
 
 
 
 

ＫＦフォーマット 5if type 2 
 カールフィッシャー水分計用フォーマットです。 

 １データは１４文字（ターミネータを含まず）固定です。 
 ヘッダーはありません。 
 計量オーバーでもゼロでもない計量値には、数値の前に極性が付きます。 
 データの上位の不要なゼロはスペースとなります。 
 安定時には単位を出力します。不安定時には単位を出力しません。 

 
 
 
 
 
 
 

ヘッダ データ 単位 ターミネータ 

安定時のヘッダ 個数計モード安定時のヘッダ 
不安定時のヘッダ 
過荷重時のヘッダ 

C R L F S T , + 0 0 0 . 1 2 7 8     g 

S T 
U S 
O L 

Q T 

ヘッダ データ 単位 ターミネータ 

安定時のヘッダ 個数計モード安定時のヘッダ 
不安定時のヘッダ 

W T      + 0 . 1 2 7 8   g CR LFT

W T
U S

Q T

 データ 単位 ターミネータ 
安定時単位あり 
不安定時単位なし 

g 

+           0 . 1 2 7 8   g C R L F 
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ヘッダ データ 単位 ターミネータ 

安定時のヘッダ 
不安定時のヘッダ 
過荷重時のヘッダ 

S             0 . 1 2 7 8   g C R L F 

S 
S D 
S I 

データナンバ ターミネータ 

N o . 0 0 1 CR LF

ＭＴフォーマット 5if type 3 
 上記以外のフォーマットを使用したい場合選択してください。 

 データが負数の時のみ符号があります。 
 ２文字のヘッダーがあります。 
 データの上位の不要なゼロはスペースとなります。 
 １データの文字数は単位の文字数で変わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＵフォーマット 5if type 4 
 数値のみ出力するフォーマットです。 

 データは９桁（ターミネータを含まず）固定です。 
 極性１桁、数値８桁の構成です。 
 上位ゼロも出力します。 
 ゼロの場合、正極性です。 

 
 
 
 
 

データナンバ dout d-no 1 
 データメモリ機能でメモリした計量値をＲＳ－２３２Ｃから出力するとき、その直前にデータナンバを添付

することがます。 
 データナンバは６桁（ターミネータを含まず）固定です。 

 
 
 
 
 

+ 0 0 0 . 1 2 7 8 C R L F + 

 データ ターミネータ 
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グラム 
 

ミリグラム 
 

個数 
 

パーセント 
 

カラット 
 

もんめ 
 

比重（密度） 

 
8.6. データフォーマットの出力例 
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8.7. 単位登録の解説 

 内部設定「単位登録（ Unit ）」の解説です。次の手順で登録した単位は、計量表示のとき  MODE  キー

で選択できます。単位の順番を変更するときや不要な単位を表示させない場合に使用します。 
 

設定手順 
Step 1  RANGE  キーを押し続け、 ba5fnc  の表示にします。 
 
 
Step 2  RANGE  キーを数回押して、 Unit  の表示にします。 
 
 
Step 3  PRINT  キーを押します。 
 
Step 4 次のキーで表示する単位を指定します。 
   MODE  キー 単位を選択します。 
   RE-ZERO  キー 単位を指定し、  を表示します。 
   登録後、単位は  RE-ZERO  キー

で指定した順に表示します。 
 

単位 表示 

グラム 
 

ミリグラム 
 

個数 
 

パーセント 
 

カラット 
 

もんめ 
 

比重計モード 
 

 
Step 5  PRINT  キーを押して登録します。 id  の表示になります。 
 
 
Step 6  CAL  キーを押すと、選択した単位の計量表示になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位指定の
マーク 



 

 31 

 
 

設定例 g(グラム)→pcs(個数モード)の順で単位登録を行う 
 

設定手順 
Step 1  RANGE  キーを押し続け、 ba5fnc の表示にします。 

 

 

Step 2  RANGE  キーを数回押して、 Unit  の表示にします。 

 

 

Step 3  PRINT  キーを押します。 

 

 

Step 4  RE-ZERO  キーを押して g 単位を指定し、  を表示します。 

 

 

Step 5  RANGE  キーを数回押して  の表示にします。 

 

 

 

Step 6  RE-ZERO  キーを押して pcs 単位を指定し、  を表示

します。 

 

Step 7  PRINT  キーを押して、指定した単位を登録します。 
 
 

 

Step 8  CAL  キーを押すと計量表示に戻り、単位は始めに選択した

g 単位になります。 

 

Step 9  MODE  キーを押すたびに、g→pcs の順番で単位が切り替わ

ります。                 
                
 
 

 

 

数回押す 

指定 
 
 
 

登録 

指定 

押し続ける 

数回押す 
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9. ＧＬＰとＩＤナンバ 
9.1. 主な用途 

 ＧＬＰは、「医薬品の安全性試験の実施に関する基準」（Good Laboratory Practice）です。ＧＬＰに対応し

たデータ出力をＲＳ－２３２Ｃからオプションプリンタやパソコンへ出力できます。 
 ＧＬＰに対応したデータ出力には、天びんメーカ名（Ａ＆Ｄ）、機種名、シリアルナンバ、ＩＤナンバ、日

付、時刻およびサイン欄を含みます。キャリブレーションおよびキャリブレーション・テストでは、使用分

銅および結果を含みます。 
 ＲＳ－２３２Ｃから次のＧＬＰに対応したデータを出力できます。 

 校正実行記録（内蔵分銅によるキャリブレーション時の出力） 
 校正実行記録（お手持ちの分銅によるキャリブレーション時の出力） 
 校正状態（内蔵分銅によるキャリブレーション・テストの出力） 
 校正状態（お手持ちの分銅によるキャリブレーション・テストの出力） 
 一連の計量値をわかりやすく管理するための区切り（「見出し」､「終了」） 

 ＩＤナンバは、天びんの保守管理のとき天びんの識別ナンバとして使用できます。 
 ＩＤナンバは、ＡＣアダプタを外しても保持され、新たに登録するまで有効です。 

 
 

9.2. ＩＤナンバの設定 
Step 1  RANGE  キーを押し続け  ba5fnc  の表示にします。（内部設定に入る） 
 
Step 2  RANGE  キーを数回押して  id  を表示させて、  PRINT  キーを押します。 
 
Step 3 次のキーでＩＤナンバを設定してください。 
   RANGE  キー 変更する桁を換えます。 
   RE-ZERO  キー 点滅している桁の文字を変更します。 
   CAL  キー 変更をキャンセルし、 ba5fnc  を表示します。 
   PRINT  キー 変更を登録し、 ba5fnc  を表示します。 
 
  登録できる文字一覧 

 
 
Step 4  ba5fnc  の表示のとき、  CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 
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9.3. ＧＬＰ出力 

 ＧＬＰデータを出力するためには内部設定 info 1 （ＡＤ－８１２１Ｂ用フォーマット）または info 2 （汎

用フォーマット）に設定します。 
 
注意  コンパクトプリンタ ＡＤ－８１２１Ｂに出力する場合 

  接続に関しては「14.周辺機器との接続」を参照してください。 

  コンパクトプリンタ ＡＤ－８１２１Ｂは MODE 3 を使用します。 

  出力データに含まれる日付･時刻が合っていない場合は、コンパクトプリンタ ＡＤ－８１２１Ｂの日付･

時刻の調整を行ってください。 

 
 

内蔵分銅によるキャリブレーション時の出力 
 内蔵分銅を使って天びんを校正したときのＧＬＰ出力です。 
 

キーによる出力方法 
Step 1   CAL  キーを押すと、 Cal in  を表示して内蔵分銅を使ったキャリブレーションを自動的に行います。 
Step 2 ＧＬＰ出力する場合、 glp  と表示して「校正実行記録」を出力します。 
Step 3 キャリブレーションを終了すると、計量表示に戻ります。 
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内蔵分銅によるキャリブレーション･テスト時の出力 
 内蔵分銅を使って天びんの計量精度を確認したときのＧＬＰ出力です。 
 

キーによる出力方法 
Step 1  CAL  キーを押し続け、 CC in  の表示のときキーをはなします。 
Step 2  CC  を表示し自動的にテストを開始します。 
Step 3 ゼロ点を計量し、約２秒間計量値を表示します。 
Step 4 内蔵分銅を計量し、約２秒間計量値を表示します。 
Step 5 ＧＬＰ出力する場合、 glp  と表示して「校正状態」を出力します。 
Step 6 終了後、計量表示に戻ります。 
 

コマンドによる出力方法 
TST コマンドでキャリブレーション・テストを実行できます。 
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お手持ちの分銅によるキャリブレーション時の出力 
 お手持ちの分銅を使って天びんを校正したときのＧＬＰ出力です。 
 

キーによる出力方法 
Step 1  CAL  キーを押し続け、 Calout  の表示のときキーをはなします。 
Step 2  Cal 0  を表示します。 
Step 3 分銅値を指定する場合、 RANGE  キーを押し Step 4 へ進んでください。 
  分銅値を変更しない場合、Step 5 へ進んでください。 
Step 4 次のキーで分銅値を指定してください。 
    RANGE  キー 変更する桁を選択します。 
    RE-ZERO  キー 点滅中の桁の値を変更します。 
    PRINT  キー 分銅値を登録します。 
Step 5  PRINT  キーを押すと、ゼロ点を計量し、約２秒間計量値を表示します。 
Step 6 表示した分銅を載せ、 PRINT  キーを押すと、約２秒間計量値を表示します。 
Step 7  end  を表示した後、皿に載っているものを取り除いてください。 
Step 8 ＧＬＰ出力する場合、 glp  と表示して「校正実行記録」を出力します。 
Step 9 終了後、計量表示に戻ります。 
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お手持ちの分銅によるキャリブレーション･テスト時の出力 
 お手持ちの分銅を使って天びんの計量精度を確認するときのＧＬＰ出力です。 
 

キーによる出力方法 
Step 1  CAL  キーを押し続け、 CC out  の表示のときキーをはなします。 
Step 2  CC 0  を表示します。 
Step 3 ターゲット分銅値を指定する場合、 RANGE  キーを押し Step 4 へ進んでください。 
  ターゲット分銅値を変更しない場合、Step 5 へ進んでください。 
Step 4 次のキーで分銅値を指定してください。 
    RANGE  キー 変更する桁を選択します。 
    RE-ZERO  キー 点滅中の桁の値を変更します。 
   PRINT  キー ターゲット分銅値を登録します。 
Step 5  PRINT  キーを押すと、ゼロ点を計量し、約２秒間計量値を表示します。 
Step 6 表示した分銅を載せ、 PRINT  キーを押すと、約２秒間計量値を表示します。 
Step 7  end  を表示した後、皿に載っているものを取り除いてください。 
Step 8 ＧＬＰ出力する場合、 glp  と表示して「校正状態」を出力します。 
Step 9 終了後、計量表示に戻ります。 
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見出しと終了の出力 
用途・動作 
 「一連の計量値」の管理方法として、計量値の前後に「見出し」と「終了」の部分を追加します。 
   PRINT  キーを押し続ける操作で「見出し」と「終了」を交互に出力します。 
 
注意  ＡＤ－８１２１Ｂプリンタへデータを出力する場合、 MODE 3 に設定してください。 

  データメモリ機能を使用している場合（ data 1 のとき）、見出しと終了は出力できません。 

 

キーによる出力方法 
Step 1 計量値を表示しているとき、 PRINT  キーを押し続け  5tart  の表示にすると「見出し」を出力します。 
Step 2 計量値を出力させます。出力方法は、データ出力モードの設定によります。 
Step 3  PRINT  キーを押し続け  recend  の表示にすると「終了」を出力します。 
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10. データメモリ 
10.1. 主な用途と記憶方法 

 データメモリは、最大２００個の計量値を記憶する機能です。また、ＡＣアダプタを電源から抜いても記憶

されています。 
 計量値を天びんが記憶することで、プリンタやパソコンがなくても計量作業を継続できます。 
 計量値を天びんが記憶することで、プリンタやパソコンを長時間占有せずに計量作業ができます。 
 ４種類の動作方法（モード）があります。 

 キーモード 計量値が安定しているとき、 PRINT  キーを押す毎に計量値を記憶します。 

 オートプリント Ａモード ゼロ点からオートプリント極性とオートプリント幅による範囲を超え安定

表示したとき、計量を記憶します。 

 オートプリント Ｂモード 前回の安定表示からオートプリント極性とオートプリント幅による範囲を

超え安定表示したとき、計量を記憶します。 

 インターバルメモリモード 計量値をインターバル時間で設定した一定時間毎に自動記憶するモードで

す。このモードの開始と停止は、 PRINT  キーで行います。 

 オプション･プリンタやパソコンにデータを出力するとき、データナンバの有無を選択できます。（データナ

ンバとは、計量を記憶したときの整理番号です） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意  計量値を記憶するとき、同時にＲＳ－２３２Ｃよりデータを出力しません。 

  fUl はフルメモリを意味します。記憶したデータを削除しないかぎり新たに計量値を記憶できません。 

  インターバルメモリモードが稼働中のとき、温度変化による自動校正を行いません。 

  データメモリを使用しているときは次のコマンドを使用できません。 
 Ｑ 即時、計量データを出力する。 
 Ｓ 安定後、計量データを出力する。 
 ＳＩ 即時、計量データを出力する。 
 ＳＩＲ 継続した計量データを出力する。 
 

インターバルメモリモード 
スタンバイ 
インターバルメモリモード 
稼働中 

記憶したデータ数 

フルメモリ 

表示している計量値
のデータナンバー 

計量表示 

記録したデータ 
の表示 
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10.2. 内部設定の準備 

動作方法別、内部設定の組合せ 
設定項目 

モード名 
データ出力 
モード 

オートプリント極性と 
オートプリント幅 

データメモリ
機能 インターバル時間 

キーモード prt 0 無関係 

data 1 
無関係 オートプリント Ａモード prt 1 ap-p 0 〜 2 

ap-b 0 〜 2 オートプリント Ｂモード prt 2 

インターバルメモリモード prt 3 無関係 int 0 〜 8 

 
データナンバ添付しない d-no 0 お知らせ 
データナンバ添付する d-no 1    data 0 では、データメモリが機能しません。 

 
 

10.3. データメモリ機能を有効にする 
Step 1  RANGE  キーを  ba5fnc  が表示されるまで押し続けてください。 
Step 2  RANGE  キーを数回押して、  dout  を表示させます。 
Step 3  PRINT  キーを押します。 
Step 4  RANGE  キーを３回押して、  data 0  を表示させます。 
Step 5  RE-ZERO  キーを押して、  data 1  を表示させます。 
Step 6  PRINT  キーを押して記憶させます。 
Step 7  CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 
 
 

10.4. 記憶した計量値の表示と出力方法 
表示と出力 
Step 1  PRINT  キーを   reCall  が表示されるまで押し続けてください。 
Step 2  PRINT  キーを押すと  reCall  モードに入り、次のキーで操作できます。 
  RE-ZERO  キー  ..........................................................次のデータを表示します。 
  MODE  キー  ................................................................１つ前のデータを表示します。 
  PRINT  キー  ................................................................表示データをＲＳ－２３２Ｃから出力します。 
  RANGE  キーを押しながら  CAL  キーを押す .......表示しているデータを削除します。 
  CAL  キー  .................................................................... reCall  モードを終了します。 
Step 3   CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 
 

一括出力 
注意  一括出力するには、内部設定のシリアルインタフェース（  5if  ）を設定する必要があります。「8.内

部設定」と「14.周辺機器との接続」を参照してください。 

Step 1  PRINT  キーを   reCall  が表示されるまで押し続けてください。 
Step 2  RANGE  キーを押し、  out  を表示させます。 
Step 3  PRINT  キーを押すと  out  モードに入ります。 
Step 4  RE-ZERO  キーを押して  out go  を表示させます。 
Step 5  PRINT  キーを押すと記憶したデータをすべてＲＳ－２３２Ｃから出力します。 
Step 6 終了すると  Clear  を表示します。  CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 
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データナンバ 
  内部設定「  dout 、  d-no 1  データナンバを出力する」に設定すると、メモリに記憶した計量値を出

力するとき、その直前にデータナンバを添付できます。データナンバは６桁（ターミネータを含まず）固定

です。 
 
 
 
 
 

10.5. 記憶の削除 
Step 1  PRINT  キーを  reCall  が表示されるまで押し続けてください。 
Step 2  RANGE  キーを数回押し、  Clear  を表示させます。 
Step 3  PRINT  キーを押すと  Clear  モードに入ります。 
Step 4  RE-ZERO  キーを押して  Clr go  を表示させます。 
Step 5  PRINT  キーを押すと記録したデータをすべて削除します。 
Step 6 終了すると  reCall  を表示します。  CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 
 
 
 

11. 床下ひょう量金具 
 床下ひょう量金具の用途は、磁性体の測定や比重測定などの床下計量です。 
 床下ひょう量金具は、天びんの底面のカバーを開けると使用できます。 
 
注意  金具部分に無理な力を加えないでください。 
  防塵のため、必要がないかぎりカバーを閉じてください。 
  床下ひょう量金具はつり下げ方向（引っ張り方向）のみです。 
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12. 比重（密度）測定 
 
 ＧＲシリーズは、空気中の重さと液体中の重さから固体の密度を計算する「比重計モード」を搭載しています。

また、測定には別売のＡＤ－１６５３比重測定キットをお薦めします。 
 工場出荷時の設定では、比重計モードは使えません。比重計モードを利用するには、内部設定を変更し、比

重計モードを登録してください。 
 液体の密度設定には、水温入力による方法と、密度を直接入力する方法があります。（選択してください。） 

 
 

密度計算式 
密度は下記の式により算出します。 
 
 
 ρ： 試料の密度 
 Ａ： 空気中の重さ 
 Ｂ： 液体中の重さ 
 ρ0： 液体の密度 
 
 

（１）測定前の準備（内部設定の変更） 
 密度（比重）を測定する前に、天びんの内部設定を以下のように変更します。 
１ 比重計モードを登録する 
 比重計モードは単位の１つとして  MODE  キーで選択します。工場出荷時設定のままでは比重計モードを

使えません。「8.7. 単位登録の解説」を参照し、比重計モードを登録してください。 
 
２ 液体の密度の入力方法を選択する 
 液体の密度設定は、水温入力による方法と、密度を直接入力する方法があり、下記内部設定により入力方法

を選択します。 

注意  下記の比重計機能（d5 fnc）は比重計モードが有効になっていないと、内部設定には表示されま

せん。最初に「比重計モードを登録する」操作を内部設定の単位登録（Unit）で行ってください。

比重計モードが有効になると「 d5 fnc 」は「 5if 」の次に表示されます。また、内部設定の変

更の操作方法は、「8．内部設定」を参照してください。 
分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 

d5 fnc 
比重計機能 

ldin 
液体密度入力方法 

 0 水温入力 単位登録で比重計を登録した時

のみ表示します。  1 密度直接入力 
   は出荷時設定です。内部設定  d5 fnc  は  5if  の次になります。 
 

ρ=  x ρ0 
A 

A - B 
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（２）液体の密度の入力 
 内部設定の設定項目（ldin）の設定により、「水温入力」か「密度直接入力」が選択されます。それぞれの

内容は以下の通りです。 
 
１ 計量モードで  MODE  キーを押し、比重計モードを選択し（※１）、比重計モード

で  MODE  キーを押し続け（※２）、液体の密度を入力するモードに入ります。 
 また、比重計モードから他の計量モードへは  MODE  キーを押します。 

注意 （※１） 単位は g で、左上  が点滅します。 
 （※２） 比重計モードでは「自動環境設定」を利用できません。 

 
 
２ 「水温入力」の場合（ldin 0） 
  MODE  キーを押すと現在設定されている水温（単位℃、出荷時設定２５℃）が表示

されます。下記キー操作により設定値を変更できます。設定可能範囲は０℃～９９℃

で１℃単位です。次表の「水温と密度の対応表」を参考にしてください。 
 
  RE-ZERO  (＋)キー ... 水温を変更します。（１℃単位、９９℃の次は０℃になります） 
  MODE  (－)キー ........ 水温を変更します。（－１℃単位、０℃の次は９９℃になります） 
  PRINT  キー ............... 設定値を記憶し  end  表示後、比重計モードに戻ります（手順１の状態に戻ります）。 
  CAL  キー .................. 設定値を記憶せずに比重計モードに戻ります（手順１の状態に戻ります）。 
 
 水温と密度の対応表 

°C +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 
0 0.99984 0.99990 0.99994 0.99996 0.99997 0.99996 0.99994 0.99990 0.99985 0.99978 
10 0.99970 0.99961 0.99949 0.99938 0.99924 0.99910 0.99894 0.99877 0.99860 0.99841 
20 0.99820 0.99799 0.99777 0.99754 0.99730 0.99704 0.99678 0.99651 0.99623 0.99594 
30 0.99565 0.99534 0.99503 0.99470 0.99437 0.99403 0.99368 0.99333 0.99297 0.99259 
40 0.99222 0.99183 0.99144 0.99104 0.99063 0.99021 0.98979 0.98936 0.98893 0.98849 
50 0.98804 0.98758 0.98712 0.98665 0.98618 0.98570 0.98521 0.98471 0.98422 0.98371 
60 0.98320 0.98268 0.98216 0.98163 0.98110 0.98055 0.98001 0.97946 0.97890 0.97834 
70 0.97777 0.97720 0.97662 0.97603 0.97544 0.97485 0.97425 0.97364 0.97303 0.97242 
80 0.97180 0.97117 0.97054 0.96991 0.96927 0.96862 0.96797 0.96731 0.96665 0.96600 
90 0.96532 0.96465 0.96397 0.96328 0.96259 0.96190 0.96120 0.96050 0.95979 0.95906 

 
 
３ 「密度直接入力」の場合（ldin 1） 
  MODE  キーを押すと現在設定されている密度（出荷時設定１.００００ｇ/ｃｍ３） が

表示されます。下記キー操作により設定値を変更できます。 
設定可能範囲は、０.００００～１.９９９９ｇ/ｃｍ３です。 

 
  RE-ZERO  (＋)キー ... 点滅している桁の数値を変更します。 
  MODE  (－)キー ........ 点滅している桁の数値を変更します。 
  RANGE  キー............. 点滅桁を移動します。 
  PRINT  キー ............... 設定値を記憶し  end  表示後、比重計モードに戻ります（手順２の状態に戻ります）。 
  CAL  キー .................. 設定値を記憶せずに比重計モードに戻ります（手順１の状態に戻ります）。 
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（３）密度（比重）の測定方法 
注意  測定の途中で液体の温度が変わった場合や、液体の種類を変えたときなど、必要に応じて「（２）液体の

密度の入力」で、液体の密度を再設定してください。 
密度表示は小数点以下４桁固定です。 RANGE  キーによる最小表示の変更はできません。 

 
 密度測定は、空気中の重さ測定、液体中の重さ測定を経て、密度を固定表示します。 
 各状態と表示の関係は下記のようになります。 
 
 
測定手順 
１ 空気中の重さ測定モード（g 点灯、  点滅）を確認します。 
 空中の計量皿に何も載せずに  RE-ZERO  キーを押して表示

ゼロにします。 
 
２ 空中の計量皿に試料を載せ、表示が安定するのを待ちます。

試料の質量を出力（または記憶）する場合、 PRINT  キーを

押します。次に  RANGE  キーを押して空気中の重さを確定

し、液体中の重さ測定モード（g 点灯、  点灯）に移ります。 
注意  マイナスまたはＥ表示のとき、 RANGE  キーは無効です。 
 
 
３ 空中の計量皿から液体中の計量皿に試料を移し、表示が安定

するのを待ちます。試料の質量を出力（または記憶）する場

合、 PRINT  キーを押します。次に  RANGE  キーを押して

液体中の重さを確定し、密度表示モード（g 消灯、  点灯）

に移ります。 
注意  Ｅ表示のとき、 RANGE  キーは無効です。 
 
 
４ 密度を出力（または記憶）する場合、 PRINT  キーを押しま

す。別の試料を測定する場合、 RANGE  キーを押し、空気中

の重さ測定モードから始めます。 
 密度出力時の単位は「ＤＳ」となります。 
 
５ 測定の途中で液体の温度が変わった場合や、液体の種類を変

えたときなど、必要に応じて「（２）液体の密度の入力」で

液体の密度を再設定してください。 
 
 
６  MODE  キーを押すと他の計量モードになります。 
 

空気中の重さ 
測定モード 

g 点灯、 点滅 

g の計量モード 

空中の計量皿に
試料を載せる 

出力（または記憶） 

空気中の重さ 
g 点灯、 点滅 

空中の計量皿から
液体中の計量皿に

試料を移す 
液体中の重さ測定 
g 点灯、 点灯 

出力（または記憶） 

試料を取り除く 

密度表示 
g消灯、 点灯 

出力（または記憶） 

液体の密度の
入力より 
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13. インタフェースの仕様 
13.1. ＲＳ－２３２Ｃ 

 伝送方式 ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ 
 伝送形式 調歩同期式（非同期）、双方向、半二重伝送 
 信号形式 ボーレート ６００，１２００，２４００、４８００、９６００ｂｐｓ 
  データビット ７ビット または ８ビット 
  パリティ ＥＶＥＮ、ＯＤＤ （データ長 ７ビット） 
  ＮＯＮＥ  （データ長 ８ビット） 
  ストップビット １ビット 
  使用コード ＡＳＣＩＩ 
 
  １キャラクタのフォーマット 
 
 
 
 
 ピン配置 

ピンＮｏ． 信号名 方向 意 味 
１ ＦＧ － フレーム グラウンド 
２ ＲＸＤ 入 受信データ 
３ ＴＸＤ 出 送信データ 
４ ＲＴＳ 入 送信要求 
５ ＣＴＳ 出 送信許可 
６ ＤＳＲ 出 データセットレディ 
７ ＳＧ － シグナル グラウンド 

８～２５ － － Ｎ．Ｃ． 
 ＴＸＤ、ＲＸＤ以外はＤＴＥ側の名称です。 

 
 回路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スタートビット 
データビット 

パリティビット 
ストップビット 

－５Ｖ ～ －１５Ｖ 

＋５Ｖ ～ ＋１５Ｖ 

２.６(ミリネジ) 

ＲＳ－２３２Ｃ 
Ｄ－Ｓｕｂ２５ピン、メス コネクタ 
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13.2. 外部接点入力 
 

外部接点入力端子 適合プラグ φ3.5ステレオプラグ 

 ＭＰ－０１３ＬＣ（マル信無線株式会社） 

 または相当品 

外観図 

 

 

 

 

 

 

外部接点入力部回路図 ピン配置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1ピンと 3ピンまたは、1ピンと 2ピンを 100ms以上ショートさせると 

天びんの  PRINT  キー、 RE-ZERO  キーと同じ操作ができます。 

□ 別売品の「ＡＸ－ＳＷ１３７－ＰＲＩＮＴ」、「ＡＸ－ＳＷ１３７－ＲＥＺＥＲＯ」をご使用いただけます。 

 

 

ピン No. 内 容 

1 ＧＮＤ 

2 ＲＥ－ＺＥＲＯ 外部接点入力 

3 ＰＲＩＮＴ 外部接点入力 

外部接点入力 

外部接点入力端子例 
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14. 周辺機器との接続 
14.1. マルチプリンタＡＤ－８１２7 またはミニプリンタＡＤ－８１２６との接続 

 
マルチプリンタＡＤ－８１２７またはミニプリンタＡＤ－８１２６を接続して計量値を印字する場合、プリンタと

天びんの内部設定を次のようにしてください。 
 
プリンタの内部設定 

使用例 
ミニプリンタ 
ＡＤ－８１２６ 

マルチプリンタ 
ＡＤ－８１２７ 
印字モード設定 

天びんの計量データを、天びんの  PRINT  キーや、

天びんのオートプリントモードで印字する場合。 
設定なし EXT.KEY 

天びんの計量データを、プリンタの印字キーやプリン

タのインターバル印字モードで印字する場合。 
プリンタのチャート印字をする場合。 

 MANUAL 
AUTO 
TIMER 
CHART 

天びんの統計演算結果を印字する場合。 
天びんのＧＬＰ出力を印字する場合。 

設定なし DUMP 

□ マルチプリンタＡＤ－８１２７の内部設定変更方法はＡＤ－８１２７の取扱説明書を参照してください。 
 
天びんの内部設定 

使用例 
天びん 

 
データ出力モード 

天びん 
 

データフォーマット 
天びんの計量データを、天びんの  PRINT  キーや、 
天びんのオートプリントモードで印字する場合。 

､ ､   

天びんの計量データを、プリンタの印字キーやプリン

タのインターバル印字モードで印字する場合。 
プリンタのチャート印字をする場合。 

  

天びんのＧＬＰ出力を印字する場合。 ､ ､   

□ 天びんの内部設定の変更方法は「8. 内部設定」を参照してください。 
 

 
ミニプリンタＡＤ－８１２６を使用する際の注意 

□ ミニプリンタＡＤ－８１２６はダンププリンタのため、天びんから出力されたデータをそのまま印字します。

天びんのデータフォーマットの工場出荷時設定はＡ＆Ｄ標準フォーマットのため、DP フォーマットに変更

することをお勧めします。 
□ 天びんを DP フォーマットに設定するには、内部設定            （DP フォーマット）に設定して

ください。 
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14.2. コンパクトプリンタＡＤ－８１２１Ｂとの接続 
 コンパクトプリンタＡＤ－８１２１Ｂを接続し、データをプリントする場合、天びんの内部設定を次のように

してください。 
 

分類項目 設定項目 出荷時
設定値 

ＡＤ－８１２１Ｂ
MODE 1 の場合 

ＡＤ－８１２１Ｂ
MODE 2 の場合 

ＡＤ－８１２１Ｂ
MODE 3 の場合 

dout 
データ出力 

prt 
データ出力モード 0 0､1､2 3 0､1､2 

ap-p 
オートプリント極性 0 

注１ 設定不要 注１ 
ap-b 
オートプリント幅 1 

d-no 
データナンバ付加 0 0 0 0､1 

pU5e 
データ出力間隔 0 0 0 0､1 

at-f 
オートフィード 0 0 0 0､1 

5if 
シリアルイン
タフェース 

bp5 
ボーレート 2 2 2 2 

btpr 
ビット長、パリティ 0 0 0 0 

Crlf 
ターミネータ 0 0 0 0 

type 
データフォーマット 0 0 0 1 

Ct5 
CTS、RTSの制御 0 0 0 0 

 
注１ データ出力モードがオートプリントモード（ prt 1 または prt 2 ）のとき設定してください。 

お知らせ 
  プリントサンプルは「9.ＧＬＰとＩＤナンバ」を参考にしてください。 
  コンパクトプリンタ ＡＤ－８１２１Ｂの設定 

モード 
ＡＤ－８１２１Ｂ 
デップスイッチ 説明 

MODE 1 
 

データ受信時に印字 
標準モード、統計演算モード 

MODE 2 
 

DATA  キー、内蔵タイマにより印字 
標準モード、インターバルモード、チャートモード 

MODE 3 
 

データ受信時に印字 
ダンププリントモード 

 
 デップスイッチ３は非安定データの扱い 

 ＯＮ 非安定データを印字する。 
 ＯＦＦ 非安定データを印字しない。 

 
 デップスイッチ４はデータ入力仕様 

 ＯＮ カレントループでデータ入力。 
 ＯＦＦ ＲＳ－２３２Ｃでデータ入力。 
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14.3. パソコンとの接続 

 天びんのＲＳ－２３２Ｃインタフェースはパソコンのシリアルポートと接続できるＤＣＥです。接続用のス

トレートケーブル（２５Ｐ－９Ｐ）は、別売のＲＳ－２３２Ｃケーブル（ＡＸ－ＫＯ－１７１０－２００）または、

市販のモデム用･音響カプラ用ケーブル等が使用できます。また、シリアルポートがないパソコンと接続する

には、別売のＵＳＢコンバータ（ＡＸ－ＵＳＢ－２５Ｐ）の利用をお勧めします。接続に際しては、接続する機

器の取扱説明書等を十分読んで使用してください。（ＤＣＥ： Data Communication Equipment） 
 
データ通信ソフトウェア WinCT を用いての接続 
 ＷｉｎｄｏｗｓがＯＳのパソコン（以下ＰＣ）の場合、WinCT を使用することで、計量データを簡単にＰＣ

に転送できます。WinCT の最新版は弊社ホームページよりダウンロードできます。 
 「WinCT」の通信方法には、「RsCom」「RsKey」「RsWeight」の３種類あります。 
 WinCT のインストール方法などの詳細はWinCT の取扱説明書をご覧ください。 
 
「RsCom」 

 パソコン（ＰＣ）からのコマンドにより天びんを制御することができます。 
 ＲＳ－２３２Ｃを介し、天びんとＰＣとの間でデータの送信、受信が行えます。双方向通信が可能です。 
 送信、受信した結果をＰＣ画面上に表示したり、テキストファイルに保存したりすることができます。 

また、ＰＣと接続されているプリンタにそのデータを印字できます。 
 ＰＣの複数のポートそれぞれに天びんを接続した場合、各天びんと同時に通信できます。(多重実行) 
 他のアプリケーションと同時に実行が可能です。（ＰＣを占有しません） 
 天びんのＧＬＰ出力データもＰＣが受信することができます。 

 
「RsKey」 

 天びんから出力された計量データを他のアプリケーション(Microsoft Excel 等)に直接転送することができます。 
 表計算（Excel）、テキストエディタ（メモ帳、Word）などアプリケーションの種類は問いません。 
 天びんのＧＬＰ出力データもＰＣが受信することができます。 

 
「RsWeight」 

 受信したデータをリアルタイムでグラフ化することができます。 
 受信したデータの最大値､ 最小値､ 平均値､ 標準偏差､ 変動係数などを計算して表示することができます。 

 
「WinCT」を使用すること、次のように天びんを使用することができます。 

 計量データの集計 

 「RsKey」を使用すれば、計量データを Excel のワークシート上に直接入力できます。その後は Excel の機

能によりデータの合計、平均、標準偏差、MAX、MIN などの集計、グラフ化ができますので、材料の分析や

品質管理等に便利です。 
 パソコン（ＰＣ）から各指令を出し、天びんをコントロール 

 「RsCom」を使用すれば、ＰＣ側から「リゼロ指令」や「データ取り込み指令」（コマンド）を天びんに送

信し、天びんをコントロールできます。 
 お手持ちのプリンタに天びんＧＬＰデータを印字、記録 

 天びんからのＧＬＰデータを、お手持ちのプリンタ（ＰＣに接続したプリンタ）に印字させることができます。 
 一定時間おきに計量データを取り込み 

 例えば１分間隔でデータを自動で取り込み、試料の経時変化を採用することができます。 
 天びんのデータメモリ機能の活用 

 計量値を天びんに記憶しておき（天びんのデータメモリ機能を使用）、あとで一括してＰＣに転送しデータ

処理を行えます。 
 ＰＣを外部表示器として使用 

 「RsKey」の「テスト表示機能」を利用すれば、ＰＣを天びんの外部表示器として使用できます。（天びん

はストリームモードにします） 
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15. コマンド 
15.1. コマンド一覧 

 天びんにコマンドを送るとき、内部設定の［シリアルインタフェース( 5if )］－［ターミネータ( Crlf )］で

指定したターミネータ（<CR> または、<CR> <LF>）をコマンドに付加してください。 
 

計量値を要求するコマンド   内容 
C Ｓ，ＳＩＲコマンド解除を要求する 
Q 即時、一計量データを要求する 
S 安定後、一計量データを要求する 
SI 即時、一計量データを要求する 
SIR 即時、継続した計量データを要求する（繰り返し） 

 
天びんを制御するコマンド   内容 （計量表示での機能） 
CAL  CAL  キー （内蔵分銅によるキャリブレーション） 
MCL 記憶したデータをすべて削除する。 
MD:nnn データナンバ nnnのデータを削除する。 
OFF 表示をＯＦＦする。 
ON 表示をＯＮする。 
P  ON:OFF  キー （表示のＯＮ，ＯＦＦ） 
PRT  PRINT  キー 
R  RE-ZERO  キー （ゼロ表示） 
RNG  RANGE  キー （最小表示切替） 
TST 内蔵分銅によるキャリブレーション･テストを実行する。 
U  MODE  キー （単位切替） 

 
データを要求するコマンド   内容 
?MA 記憶したデータをすべて出力する。 
?MQnnn データナンバ nnnのデータを出力する。 
?MX 記憶したデータ数を出力する（最終データナンバ出力）。 

 nnn ： ３桁の数値です。 
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15.2. 計量値を要求するコマンド 

注意  データメモリ機能  data 1  の場合、「計量値を要求するコマンド」を使用できません。 

 
C キャンセルコマンド。S、SIRコマンドを解除し、データの送出を中止します。 
 
 
 
Q 安定・非安定にかかわらず、そのときの計量値を一回出力します。 
 
 
 
S 安定後、計量値を一回出力します。 
 
 
 
SIR 安定・非安定にかかわらず、計量値を表示書き換えごとに出力します。（ストリームモードと同

様になります。） 
 
 
 
 
 

注意  ２４００ｂｐｓ以下では計量値を出力するのに要する時間よりも表示書換周期の方が短くなり、すべての

表示値を出力できないことがあります。 
 
 

15.3. 天びんを制御するコマンド 
CAL  CAL  キーと同じです。 
 計量表示のとき、内蔵分銅によるキャリブレーションを実行します。 
 
 
 
MCL 記憶した計量値をすべて削除します。 
 
 
 
MD:nnn データナンバnnnのデータを削除する。 
 
 
 
OFF 表示をオフします。既に表示がオフしている時はなにもしません。 
 
 
 
ON 表示をオンします。既に表示がオンしている場合、表示をゼロにします。 
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P  ON:OFF  キーと同じです。コマンドを送る度に表示をオン、オフします。 
 
 
 
PRT  PRINT  キーと同じ働きをします。 
 
 
 
R  RE-ZERO  キーと同じです。計量表示のとき、表示をゼロにします。 
 
 
 
RNG  RANGE  キーと同じです。計量表示のとき、レンジを切り替えます。 
 
 
 
TST 内蔵分銅によるキャリブレーション･テストを実行します。 
 
 
 
U  MODE  キーと同じです。計量表示のとき、単位を切り替えます。 
 
 

 
 

15.4. データを要求するコマンド 
?MA データメモリ機能で記憶したデータをすべて出力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
?MQnnn データナンバnnnのデータを出力します。 
 
 
 
 
?MX 記憶したデータ数を出力します。（最終データナンバを出力します。） 
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15.5. ＜ＡＫ＞コードとエラーコードの送出 
 内部設定  5if の erCd 1  に設定すると、全てのコマンドに対し必ず何らか応答があり、通信の信頼性が

向上します。 
 
 erCd 1の場合 

 データを要求するコマンドを天びんに送信したとき、天びんが要求されたデータを送出できない

場合には、天びんはエラーコード（ＥＣ，Ｅｘｘ）を返します。天びんが要求されたデータを出

力できる場合は、天びんは要求されたデータを返します。 
 

 データを要求するコマンドを天びんに送信したとき、天びんが要求されたデータを送出できない

場合には、天びんはエラーコード（ＥＣ，Ｅｘｘ）を返します。天びんが要求されたデータを出

力できる場合は、天びんは要求されたデータを返します。 
 

 天びんを制御するコマンドを天びんに送信したとき、天びんがそのコマンドを実行できない状態

にある場合は、天びんはエラーコード（ＥＣ，Ｅｘｘ）を返します。天びんが送られたコマンド

を実行できる場合は＜ＡＫ＞コードを返します。 
 次のコマンドは、処理過程ごとに＜ＡＫ＞コードを返します。 
  CAL コマンド ON コマンド P コマンド 

  R コマンド TST コマンド 

 

 ノイズ等により送信したコマンドが本来のものと変ってしまった場合や、通信上のエラー（パリ

ティーエラー等）が発生したときにもエラーコードを返します。そのときは再度コマンドを送信

する等の処理が行えます。 
 ＜ＡＫ＞コードはＡＳＣＩＩコード 06H です。 

 
 

15.6. ＣＴＳ、ＲＴＳによる制御 
 内部設定 5if の Ct5 の設定により、天びんは以下の動作を行います。 
 
 Ct5 0 の場合 
 天びんがコマンドを受信できる状態／できない状態に関わらず、ＣＴＳは常に Ｈｉ になります。また、天

びんはＲＴＳの状態に関わらずデータを出力します。 
 
 Ct5 1 の場合 

 ＣＴＳは通常 Ｈｉ を出力します。コマンドを受信できない状態のとき（前回のコマンドの処理中などの場

合）は Ｌｏ を出力します。また、天びんは１セットのデータを出力するとき、ＲＴＳの状態を確認し、Ｒ

ＴＳが Ｈｉ ならばデータを出力し、ＲＴＳが Ｌｏ ならばデータは出力しません。（出力しようとしたデ

ータはキャンセルされます） 
 
 

15.7. 関連する設定 
 天びんには、ＲＳ－２３２Ｃ出力に関連して内部設定「データ出力（ dout ）」と「シリアル･インタフェー

ス（ 5if ）」があります。使用方法に応じて設定してください。 
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15.8. コマンドの使用例 

 この例では＜ＡＫ＞コードが出力されるよう内部設定 5ifの erCd 1 に設定しています。 
 

「ＯＮ」コマンドの例 （表示をオンする） 

 
 

「Ｒ」コマンドの例 （ゼロ表示にする） 
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「ＣＡＬ」コマンドの例 （内蔵分銅によるキャリブレーション） 
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 R コマンドの実行中エラーになった例です。例では、5if の erCd 1 
（エラーコードを出力する）に設定しています。天びんは受け取ったコマンドを

実行できない場合エラーコードを出力します。 
 

 
 
 
 

エラーコードの出力例 

1 
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16. 保守 
16.1. お手入れ 

 汚れたときは中性洗剤を少ししみこませた柔らかい布で拭き取ってください。 
 有機溶剤や科学ぞうきんは使わないでください。 
 天びんは分解しないでください。 
 輸送の際は専用の梱包箱をご使用ください。 
 風防床板は、外して清掃できます。 
 「2.注意」を留意し、天びんを扱ってください。 

 
 

16.2. エラー表示（エラーコード） 
 
  エラー表示 エラーコード 内容と対処例 

ＥＣ，Ｅ００ 
コミュニケーションエラー 
通信上のエラーを検出しました。 
フォーマットやボーレート等を確認してください。 

ＥＣ，Ｅ０１ 
未定義コマンドエラー 
定義されていないコマンドを検出しました。 
送信したコマンドを確認してください。 

ＥＣ，Ｅ０２ 

実行不能状態 
受信したコマンドは実行できません。 
例 計量表示でないのにQコマンドを受けた場合 
例 リゼロ実行中にQコマンドを受けた場合 

送信するコマンドのタイミングを確認してください。 

ＥＣ，Ｅ０３ 

タイムオーバ 
t-Up 1 に設定したとき、コマンドの文字を受信中に約１秒間以

上の待ち時間が発生しました。 
通信を確認してください。 

ＥＣ，Ｅ０４ 
キャラクタオーバ 
受信したコマンドの文字数が許容値を超えました。 
送信するコマンドを確認してください 

ＥＣ，Ｅ０６ 

フォーマットエラー 
受信したコマンドの記述が正しくありません。 
例 数値の桁数が正しくない場合 
例 数値の中にアルファベットが記述された場合 

送信したコマンドを確認してください。 

ＥＣ，Ｅ０７ 
設定値エラー 
受信したコマンドの数値が許容値を超えました。 
コマンドの数値の設定範囲を確認してください。 

 ＥＣ，Ｅ１１ 

計量値不安定 
計量値が不安定のため、「ゼロ表示にする」や「キャリブレーション」

などが実行できません。 
皿周りを点検してください。「計量中の注意」を参照してください。 
設置場所の環境（振動、風、静電気など）を改善し、自動環境設定を

試してください。  CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 

 ＥＣ，Ｅ１６ 
内蔵分銅エラー 
内蔵分銅を昇降して、規定以上の重量変化がありませんでした。 
皿の上に何も載っていないことを確認し、再度操作してください。 

 ＥＣ，Ｅ１７ 
内蔵分銅エラー 
内蔵分銅の加除機構が異常です。 
再度操作してください。 
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  エラー表示 エラーコード 内容と対処例 

 ＥＣ，Ｅ２０ 

ＣＡＬ分銅不良（正） 
分銅が重すぎます。 
皿周りを確認してください。 
分銅の質量を確認してください。 
 CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 

 ＥＣ，Ｅ２１ 

ＣＡＬ分銅不良（負） 
分銅が軽すぎます。 
皿周りを確認してください。 
分銅の質量を確認してください。 
 CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 

 

荷重超過エラー 
計量値がひょう量を超えました。 
皿の上のものを取り除いてください。 

 

荷重不足エラー 
計量値が軽すぎます。皿が正しく載っていません。 
皿を正しく載せてください。キャリブレーションを行ってください。 

 

サンプル質量エラー 
個数、パーセント計量のサンプル登録中、サンプル質量が軽すぎること

を示しています。そのサンプルは使用できません。 

 

サンプル不足 

個数計モードで、サンプル質量が軽すぎるため、そのまま登録する

と計数誤差が大きくなる可能性があります。 

サンプルを追加せず、 PRINT  キーを押せば計数表示になりま

すが、正確な計数のため表示されている数になるようサンプルを追

加し  PRINT  キーを押してください。 

 

更新時ゼロ点エラー 
自動環境設定更新中、皿に何か載っています。皿の上のものを取り除い

てください。 CAL  キーを押すと計量表示に戻ります。 

 

更新時値不安定 
自動環境設定更新中、計量値が不安定なため更新できません。 
使用環境を安定させてください。 
 周囲の振動・風を再チェックしてください。 
 周囲の帯電物や強い磁気を取り除いてください。 
 皿が正しくセットされているのを確認してください。 

  CAL キーを押すと計量表示に戻ります。 

 

ローバッテリー（電圧低下）エラー 
天びんへの供給電圧が低下しています。 

正しいＡＣアダプタを使用しているか確認してください。 

 （点滅） 
記憶した計量値の数が上限の２００個に達しました。 

新たに計量値を記憶するには、データを削除する必要があります。 

「10.データメモリ」参照。 

 

メモリデータエラー 

記憶したデータが壊れました。メモリーデータを使用するには古いデー

タをすべて消去し、エラーを解除してください。 

「10.データメモリ」参照。 
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16.3. その他の表示 
 自動校正の予告マーク（ マーク点滅）です。計量皿に何も載せずに放置すると、点滅を

始めて約２分後に内蔵分銅によるキャリブレーションを開始します。（点滅時間は使用環

境により変わることがあります） 
お知らせ 
  マークが点滅していても継続して使用できますが、計量精度維持のためなるべく校正後使

用してください。 
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17. 仕様 
 GR-60 GR-120 GR-200 GR-300 GR-202 

ひょう量 60 g 120 g 210 g 310 g 210 g /  
42 g 

最小表示 0.1 mg 0.1 mg 0.1 mg 0.1 mg 0.1 mg /  
0.01 mg 

繰り返し性（標準偏差） 0.1 mg 0.1 mg 0.1 mg 0.2 mg 0.1 mg /  
0.02 mg 

直線性 ±0.2 mg ±0.2 mg ±0.2 mg ±0.3 mg ±0.2 mg /  
0.03 mg 

安定所要時間（代表値） 約 3.5 秒 約 3.5 秒 約 3.5 秒 約 3.5 秒 約 3.5 秒/ 
約 8 秒 

感度ドリフト 
（10°C 〜 30°C） ±2 ppm/°C（自動校正オフ時） 

動作温度･湿度範囲 5°C 〜 40°C、85%RH 以下（結露しないこと） 
表示書換時間 5 回／秒 または、10 回／秒 
表示単位 g、mg、pcs(個数ﾓｰﾄﾞ)、%、ct(ｶﾗｯﾄ)、mom(もんめ)、比重計ﾓｰﾄﾞ 

％ﾓｰﾄﾞ 
％登録最小質量 0.01g 
％最小表示 0.01%、0.1%、1% （登録した 100%質量による） 

個数 
ﾓｰﾄﾞ 

最小単位質量 0.1 mg 
サンプル数 10, 25, 50 または 100 個 

ｶﾗｯﾄ 
ひょう量 300 ct 600 ct 1050 ct 1550 ct 1050 ct /  

210 ct 
最小表示 0.001 ct 

0.001 ct /  
0.0001 ct 

もんめ 
ひょう量 16 mom 32 mom 56 mom 82 mom 56 mom /  

11 mom 
最小表示 0.0001 mom 

0.0001 mom /  
0.00001 mom 

通信機能 ＲＳ－２３２Ｃ（標準装備） 
内蔵分銅 約 200 g 
キャリブレーションに
使用可能な分銅 

50 g 100 g 200 g 200 g 200 g 
 50 g 100 g 300 g 100 g 

計量皿寸法 φ85mm 
ひょう量室寸法 178(W) x 160(D) x 233(H) mm 
外形寸法 249(W) x 330(D) x 327(H) mm 
本体質量 約 6.0 kg 

電源（ＡＣアダプタ） ＡＣアダプタ規格名：ＡＸ－ＴＢ２４８ 
入力：AC100V（+10%、-15%）、50Hz / 60Hz 

消費電力 約 30VA（ＡＣアダプタを含む） 
消費電流 DC12V 約 0.3A（アダプタ、オプション除く） 
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17.1. 外形寸法図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位：mm 
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17.2. オプション･別売品 
別売品リスト 
AD-8127：マルチプリンタ  
□ 天びんとRS-232Cインタフェースで接続する小型のドットインパクトタイプのプリンタです。 
□ 時計印字機能、統計演算印字機能、インターバル印字、チャート印字など多彩な機能を搭載し

ています。 
AD-8126：ミニプリンタ  
□ シンプル機能 
□ 天びん日常点検・定期検査の結果印字可能、ダンププリント 
□ 5×7ドット、24 文字／行 
□ ロール紙 AX-PP137-S（57.5mm 幅×約30m）、無塵紙 AX-PP173-S（57.5mm 幅×約30m）

ACアダプタ使用。 
AD-1691：天びん環境アナライザ 
□ 天びんの日常点検として繰り返し性と最小計量値の確認が簡単に行え、さらに不確かさの算

出や、計量器の環境評価までサポートします。天びん設置場所に容易に持ち運び、複数台の

天びんの管理が可能です。 
AD-1687：環境ロガー 
□ 温度・湿度・気圧・振動の4種類の環境センサを搭載し、単体で環境データを同時に測定・記録す

ることができます。天びんのRS-232C出力と接続することにより、計量データと環境データをセッ

トで記憶することができます。専用の取り込みソフトは不要です。 
AD-1688：計量データロガー 
□ 天びんのRS-232Cポートから出力されたデータを記憶することができます。パソコンを持ち込めな

い環境でも計量データの保存が可能です。専用の取り込みソフトは不要です。 
AD-8526：イーサネット・コンバータ 
□ LANポートと計量機器のRS-232Cポートを中継して、イーサネットワークを利用した計量データの

管理ができます。 
データ通信ソフトウエア WinCT-Plus は、弊社ホームページ https://www.aandd.co.jp から

ダウンロードできます。 
AD-8527：クイックUSBアダプタ 
□ 専用電源、専用ソフトが不要で、計量データをリアルタイムにPCへ送信し Excel、Word に直接入

力可能。IP65対応。 
AD-8920A：外部表示器  
□ 天びんから離れた場所で、RS-232Cインタフェース、カレントループより送信された計量データを

表示し、読み取り結果を確認出来ます。 
AD-8922A：外部コントローラ 
□ RS-232Cインタフェースと接続し、表示ON/OFF、校正、データ出力、最小表示切替、単位切替、

リゼロなどを天びんから離れたところから操作出来ます。 
AX-USB-25P：USBコンバータ 
□ COMポートのないパソコンでも、USB接続で「WinCT」など、シリアル通信のソフトウェアを使

用することができます。ドライバのインストール後、双方向の通信が可能となります。 
AD-1671：除振台 
□ 約27kgの質量と緩衝ゴムで床からの振動を軽減し、天びんに安定した計量表示をさせる場合に効果

的です。 
AD-1672：卓上風防 
□ 天びんの測定誤差となるエアコンによる風や、人の移動による風を防ぎます。透明パネルには制電樹脂

を使用しており、静電気の影響を低減します。 
AD-1683A：イオナイザ（除電器） 
□ 測定試料の帯電による計量誤差を防ぎます。 
□ 直流式でイオン量が多いため、送風がなく粉末などの精密計量に最適です。 
□ IR Sensor を搭載しているため非接触で除電を開始することができます。 

https://www.aandd.co.jp/
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AD-1684A：非接触式静電気測定器  
□ 測定試料や風袋、風防など天びんの周辺機器（自動測定ラインなど）の帯電量を測定して結果を表

示します。帯電している場合は、AD-1683A（除電器）を使用すると除電することができます。 
AD-1682：充電式バッテリ・ユニット 
□ 電源のない所で天びんを使用することができます。使用時間は機種により異なります。 

AD-1689：分析操作用ピンセット  
□ 天びんの校正作業に用いる1g～500gの分銅保持用のピンセットです。 
  全長が210mmで、ピンセット先端キャップ付きです。 

AX-SW137-PRINT：プラグ付フットスイッチ（PRINT） 
□  PRINT  キーの操作を行うことができるスイッチです。 

AX-SW137-REZERO：プラグ付フットスイッチ（RE-ZERO） 
□  RE-ZERO  キーの操作を行うことができるスイッチです。 
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18. 用語 
用語 

安定表示 安定マークを表示したときの計量値。 

環境  計量に影響する振動、風、温度変化、静電気、磁界などの総称。 

記憶する データメモリ機能を使って計量値を天びんに記憶することです。 

キャリブレーション  正しく計量できるように天びんを校正することです。（Calibration） 

出力 ＲＳ－２３２Ｃインタフェースからデータを出力すること。 

ゼロ点  計量の基準点。天びんの計量皿に何も載っていないときの計量値（基準値）を言い

ます。通常、基準値はゼロ表示です。 

データナンバ データメモリ機能で計量を記憶したときの整理番号です。 

デジット  デジタルの分解能の単位。天びんでは、表示できる最小表示を１単位とする単位で

す。（ Digit ） 

風袋引き   計量皿に載っている器、皿、紙などの計量対象外の質量をキャンセルすること。 

モード 天びんの目的別動作を言います。 

リゼロ  表示をゼロにすること。 

ＧＬＰ  「医薬品の安全性試験の実施に関する基準」。（Good Laboratory Practice） 
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